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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。�

　
今
年
は
、大
正
6
年
市
制
施
行
以
来
、

数
え
て
90
年
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

今
や
本
市
は
人
口
54
万
人
、都
下
で
は

最
大
、ま
た
全
国
で
も
有
数
の
都
市
と

し
て
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ

の
節
目
の
年
に
本
市
の
歴
史
を
振
り
返

る
時
、我
が
ま
ち
の
持
つ
伝
統
の
素
晴
ら

し
さ
を
改
め
て
再
認
識
す
る
思
い
で
す
。�

　
本
号
で
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
生
活

の
中
に
息
づ
き
な
が
ら
、先
人
た
ち
が
築

い
た
技
術
を
脈
々
と
受
け
継
ぎ
、さ
ら

に
磨
き
を
か
け
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す

る
人
た
ち
の
不
断
の
努
力
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。こ
う
し
た
人
た
ち
の
活

躍
は
本
市
な
ら
で
は
の
個
性
や
風
格
と

な
っ
て
、そ
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て
い

ま
す
。�

　
私
も
、市
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
を
受

け
て
7
年
目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。今

年
は
八
王
子
駅
南
口
の
再
開
発
事
業
に

着
手
。さ
ら
に
道
の
駅「
八
王
子
滝
山
」

の
整
備
、八
王
子
駅
北
口
ユ
ー
ロ
ー
ド
の

改
修
な
ど
、都
市
再
生
の
槌
音
も
高
く

響
き
渡
り
ま
す
。　
　
�

　
私
は
本
市
の
光
彩
を
放
つ
歴
史
の
厚

み
に
誇
り
を
持
ち
、本
市
の
伝
統
を
大

切
に
し
な
が
ら
、先
人
に
負
け
な
い
ほ
ど

の
強
い
志
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。�

　
　
　
　
　

（
市
長
　黒
須
　
一
）�

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
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八
王
子
市
民
の
文
化
や
暮
ら
し
の
中

に
は
、多
く
の
伝
統
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、普
段
意
識
し
な
い
も
の
も
あ
れ

ば
、強
烈
な
光
と
共
に
輝
き
を
放
つ
も
の

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、そ
こ
に
は
伝
統
を

支
え
る
人
び
と
の
技
と
熱
意
が
、必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
存
在
し
て
い
ま
す
。
今

号
で
は
、伝
統
を
支
え
る
「
手
」
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
る
こ
と
で
、そ
の
「
技
」
の
奥

義
を
紹
介
し
ま
す
。
�

特集 ： 伝統を支える「手」�

▲「日
高川
入相
花王
（ひ
だか
がわ
いり
あい

ざく
ら
）」

の清姫
を舞う

五代
目・
西川
古柳
さん
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特集 ： 伝統を支える「手」�

　下原刀（したはらとう）は室町時代末期から江戸時代に、現在の
下恩方町、横川町、元八王子町に住んでいた山本姓を名乗る一
族の刀匠「下原鍛冶」によって作られた武用刀。その下原刀の復
活に挑戦している刀匠がいます。文化庁認定刀匠の佐藤利美さ
んがその人。「昔の人が作り上げた技術を、未来に伝えるパイプ役
になれればと思っています。私がめざしているのは『折れず、曲が
らず、刃こぼれせず』の刀。その姿はまさに下原刀であり、私のあこ
がれの一振りなんです」と話してくれました。八王子で刀が打てる
幸せを感じながら、一打入魂、　（つち）を振るいます。�

　佐藤利美さん（61歳）�
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　五代目・西川古柳�
　（瀬沼亨）さん（52歳）�

　
江
戸
時
代
の
末
期
に
、初
代

西
川
古
柳
の
山
岸
柳
吉
さ
ん

に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
車
人
形
。

ロ
ク
ロ
車
と
呼
ば
れ
る
箱
車
に

腰
を
掛
け
、一
人
で
一
体
の
人
形

を
操
る
八
王
子
車
人
形
は
、都

の「
無
形
文
化
財
」に
指
定
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、国
の「
選

択
無
形
民
俗
文
化
財
」で
も
あ

り
ま
す
。�

　
古
柳
さ
ん
は「
人
形
は
自
分

の
一
部
。血
で
あ
り
肉
で
す
。演

技
を
生
か
す
も
殺
す
も『
手
』。

自
分
の
気
持
ち
が
手
に
伝
わ
り
、

手
か
ら
人
形
、人
形
か
ら
観
て

い
る
人
た
ち
へ
と
伝
わ
っ
て
い
く

―
私
が
め
ざ
す
究
極
の
舞
い

の
姿
は
、自
分
が
動
か
ず
し
て

舞
台
と
観
客
が
一
体
と
な
れ
る

も
の
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。�

　
5
月
に
は
、カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ

カ
で
公
演
予
定
。伝
統
の
技
は
、

世
界
も
視
野
に
入
れ
た
挑
戦

が
続
き
ま
す
。�

▲舞台の無事や豊作・豊漁を祈願する「三番叟（さんばそう）」�

　
強
烈
な
火
花
と
音
と
と
も
に
鍛
え
ら
れ

て
い
く
鋼（
上
恩
方
町
の
鍛
錬
所
で
）�
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特集 ： 伝統を支える「手」�

　創業明治30年。祖父の代から続く木工所で、「手織
機」作りの技術を守っている谷口恵之助さんは3代目。
40年ほど前は7・8人の職人がいましたが、今では恵之
助さんと奥さんのふき子さん、恵之助さんの弟の忠昭さ
んと昭二さんの4人で作っています。一人でも多くの人
が手織りに親しんでもらえたらと、恵之助さんが卓上式
織機を考案したのが昭和40年代。ふき子さんは手織り
を教えています。「2年ほど前に足を悪くしてから、作業
は3人に任せているんですよ」と恵之助さん。「4人のう
ち一人でも欠けたらやっていけません」とふき子さん。
伝統の手織機作りは4人の技が織り込まれています。�
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▲多摩織の魅
力を語る榮一
郎さん�
�

　「
絹
は
毎
日
身
に
付
け
れ
ば
体
に
な
じ
み
、風
合
い
が

出
て
く
る
。多
摩
織
は
、人
間
で
は
造
れ
な
い
自
然
が
授

け
て
く
れ
た
最
高
の
繊
維
を
、形
に
し
た
も
の
で
す
」

こ
う
語
る
の
は
、伝
統
工
芸
士
の
澤
井
榮
一
郎
さ
ん
。

多
摩
織
は「
お
召（
め
し
）織
」「
紬（
つ
む
ぎ
）織
」

「
風
通（
ふ
う
つ
う
）織
」「
変
わ
り
綴（
つ
づ
れ
）」

「
　（
も
じ
）り
織
」の
5
種
類
か
ら
な
る
国

の
伝
統
工
芸
品
で
す
。�

　
「
伝
統
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い

て
は
だ
め
で
す
。常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

っ
て
、新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
、技
を

磨
い
て
い
ま
す
」。榮
一
郎
さ
ん
の
ご

子
息
で
、や
は
り
伝
統
工
芸
士
の
伸

さ
ん
は
、こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た「
最
近
は
、娘
も
多
摩
織
に
興

味
を
持
ち
始
め
た
ん
で
す
」と
も
。

伝
統
の
素
晴
ら
し
さ
は
、新
し
い

も
の
を
求
め
る
次
世
代
に
も
し
っ

か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。�

▲仕上がりを左右する鉋（かんな）がけ。忠昭さん（写真右）と作業を見つめる恵之助さん（同左）�

　
　
澤
井
榮
一
郎
さ
ん（
85
歳
）・
伸
さ
ん（
55
歳
）�

　　谷口恵之助さん（79歳）・ふき子さん（77歳）・�
　　　　忠昭さん（64歳）・昭二さん（61歳）�

▼木材の加工をする昭二さん�

▲部品のひとつ筬（おさ）を編む
ふき子さん�

　
▼
リ
ズ
ミカ
ル
に
反
物
を
織
る
伸さ

ん

5 4広報はちおうじ　2006.1.1



7

特集 ： 伝統を支える「手」�

　農業を通じて、多摩ニュータウン地区の里山保全に取り組む「里山農業クラブ」。会員
の金子治男さん（67歳）のお宅では、里山から集めたシノやタケで、目籠を作っています。
農閑期の副業としての目籠作りは、今から約200年前に宇津貫村（現在のみなみ野地区）
で発祥し、その後、由木地域に伝わったといわれています。昭和30年ころまでは多くの農
家で作られ、貴重な収入源でしたが、現在は作る方すら少なくなっています。�
　「材料集めから編むところまでのすべてを子どもたちに体験させ、伝統の技を伝えてい
きたいんです。刃物を使わせるのは危ないと言う人もいますが、これもまた勉強なんですよ」
と金子さん。身近な生活の中で生き�
てきた伝統を知って欲しい�
という熱意が伺�
えました。�

里山農業クラブ�

▼　（こしき）から　蒸し上がった米を
取り出す齋藤さん�
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五
十
嵐
盈
三
さ
ん（
59
歳
）�

　
　
　
石
井
宏
男
さ
ん（
60
歳
）�

　
　
　
齋
藤
常
政
さ
ん（
62
歳
）�

　
車
座
に
な
っ
て
目
籠
を
作
る
里
山
農
業
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
。
上
の
写
真
中
央
が

金
子
治
男
さ
ん
�

　
長
さ
お
よ
そ
2
・
6
メ
ー
ト
ル
の
櫂（
か
い
）で
仕
込
み
を
行
う
五
十
嵐
さ
ん（
写
真
左
）

と
石
井
さ
ん（
同
右
）�

　
市
内
唯
一の
酒
造
場
が
、恩
方
の
地
に

あ
り
ま
す
。こ
こ
で
、昔
な
が
ら
の
伝
統

の
味
を
守
っ
て
い
る
の
が
、五
十
嵐
盈
三

さ
ん
、石
井
宏
男
さ
ん
齋
藤
常
政
さ

ん
の
3
人
の
杜
氏（
と
う
じ
）で
す
。

こ
の
辺
り
は
秩
父
山
系
の
伏
流
水

が
流
れ
て
い
て
、水
質
は
酒
造
り
に

適
し
た
中
硬
水
。こ
こ
で
は
、そ
の

水
を
仕
込
み
水
と
し
て
使
用
し

て
い
ま
す
。�

　「
酒
造
り
は
手
だ
け
で
な
く
、

五
感
の
す
べ
て
を
働
か
せ
な
い

と
ダ
メ
。ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
す
る

と
き
の
音
や
香
り
、舌
で
確
か

め
る
う
ま
味
や
ま
ろ
や
か
さ
な

ど
は
機
械
に
頼
る
こ
と
は
で

き
な
い
ん
で
す
」と
五
十
嵐
さ

ん
。「
手
造
り
の
良
さ
は
人
の

温
か
み
が
出
る
こ
と
。
量
は

た
く
さ
ん
造
れ
な
い
け
れ
ど

も
、そ
の
分
愛
情
を
込
め
て

い
ま
す
よ
」と
櫂（
か
い
）を

持
つ
手
に
力
が
込
も
り
ま
す
。�
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年
始
の
ご
み
や
空
き
び
ん
・
空
き
缶
な
ど
の
資
源
物
、し
尿

の
収
集
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。年
始
に
は
、ご
み
が
大
量
に

発
生
し
ま
す
。一
度
に
出
さ
ず
に
、数
回
に
分
け
て
お
出
し
く

だ
さ
い
。�

　
問
い
合
わ
せ
は
、ご
み
減
量
対
策
課（
☎
20
・
7
2
5
6
、F
�

A
X
26
・
4
5
0
6
）へ
。�

■
可
燃
ご
み
の
収
集
�

▼
月
・
木
曜
日
収
集
地
区
…
1
月
5
日
（木）
か
ら
�

▼
火
・
金
曜
日
収
集
地
区
…
6
日
（金）
か
ら
�

※
9
日
（祝）
は
、通
常
ど
お
り
月
・
木
コ
ー
ス
の
収
集
を
行
い

ま
す
。�

■
不
燃
ご
み
、空
き
び
ん
・
空
き
缶
の
収
集
�

4
日
（水）
か
ら
の
収
集
該
当
曜
日
か
ら
�

■
新
聞
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
�

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
4
日
（水）
か
ら
、新
聞
は
11
日
（水）
か
ら
�

■
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、雑
誌
・
雑
紙
、紙
パ
ッ
ク
�

地
域
で
異
な
り
ま
す
の
で
、お
住
ま
い
の
地
区
の
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
を
�

■
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み
�

4
日
（水）
か
ら
。燃
や
せ
る
粗
大
ご
み
は
戸
吹
清
掃
工
場（
☎

92
・
5
3
8
9
）・
館
清
掃
工
場（
☎
65
・
2
5
7
0
）、燃
や

せ
な
い
粗
大
ご
み
は
戸
吹
不
燃
物
処
理
セ
ン
タ
ー（
☎
92
・

3
2
2
1
、事
業
系
不
燃
ご
み
は
持
ち
込
み
不
可
）、多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
の
粗
大
ご
み
は
、事
前

に
南
大
沢
清
掃
事
業
所（
☎
74
・
0
5
5
1
）へ
連
絡
の
う

え
多
摩
清
掃
工
場（
多
摩
市
）へ
�

※
持
ち
込
み
処
理
手
数
料
は
、1
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
15
円
。

た
だ
し
、5
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
は
切
り
捨
て
、5
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
上
は
切
り
上
げ
し
て
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
単
位
で
計
算
し
ま

す
。�

■
し
尿
収
集
�

　
4
日
（水）
か
ら
�

年
始
の
ご
み
・
資
源
物
・
し
尿
�

「
収
集
日
」
の
確
認
を
�

学
生
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
�

　
市
は
現
在
、八
王
子
駅
南
口
地
区
再
開
発
事
業
の
整
備
計

画
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
の
中
で
、安
全
で
利
用
し
や
す
い
駅

前
広
場
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、昨
年
7
月
と
11
月
に
駅
南
口

と
再
開
発
ビ
ル
な
ど
を
結
ぶ
立
体
型
の
歩
行
者
専
用
道
路（
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
）の
整
備
に
つ
い
て
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。そ
こ
で
、こ
の
結
果
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、さ
ら
に

多
く
の
方
か
ら
声
を
い
た
だ
く
た
め
、「
八
王
子
駅
南
口
駅
前

広
場
整
備
に
関
す
る
広
聴
会
」を
開
催
し
ま
す
。�

日
時
　
1
月
20
日
（金）
午
後
7
〜
9
時
�

会
場
　
市
役
所
9
階
9
0
3
会
議
室
�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

問
い
合
わ
せ
　
市
街
地
整
備
課（
☎
20
・
7
2
6
7
、F
A
X

26
・
3
6
1
6
）へ
�

八
王
子
駅
南
口
駅
前
広
場
の
�

整
備
計
画
に
ご
意
見
を
�

都
内
初
・
道
の
駅
の
名
称
は
�

『
八
王
子
滝
山
』に
�
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▲学生の発想がまちを活性化（昨
年のフラッグギャラリーで）�

▲造成工事が始まった予定地�

　「
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
い
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ

に
、学
生
と
市
長
が
意
見
交

換
を
行
う
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

を
開
催
し
ま
す
。学
生
の
皆

さ
ん
に
、ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

や
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
を
提

案
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

���������

日
時
　
1
月
13
日
（金）
午
後

6
時
〜
7
時
30
分
�

会
場
　
学
園
都
市
セ
ン
タ
ー

（
八
王
子
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
�

内
）
�

参
加
大
学
な
ど
　
東
京
造

形
大
、拓
殖
大
、山
野
美

容
芸
術
短
大
ほ
か
�

定
員
　
2
1
6
名（
先
着
順
）�

申
し
込
み
　
不
�

要
、直
接
会
場

へ
�

問
い
合
わ
せ
　

学
園
都
市
文

化
課（
☎
20
・

7
4
0
9
、F
�

A
X
26
・
0
2
�

5
3
）へ
�

ハ
ガ
キ
・
封
書
の
収
集
は
�

1
月
16
日
〜
2
月
17
日
に
�

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、受
け

取
っ
た
ハ
ガ
キ
や
封
書
を
処

分
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
方

も
多
い
の
で
は
…
。そ
こ
で
市

は
、郵
便
局
と
協
力
し
、回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
守
り
な
が
ら
、ハ

ガ
キ
と
封
書（
写
真
付
き
・
窓

付
き
も
可
）を
収
集
し
ま
す
。�

　
収
集
期
間
は
1
月
16
日
か

ら
2
月
17
日
ま
で
。回
収
ボ
ッ

ク
ス
は
市
内
の
各
郵
便
局
に

設
置
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

は
、ご
み
減
量
対
策
課（
☎

20
・
7
2
5
6
、F
A
X
26
・

4
5
0
6
）へ
。�

　
滝
山
町
一
丁
目
の

新
滝
山
街
道
沿
い
に
、

今
年
末
の
開
設
を
予

定
し
て
い
る
都
内
初

の「
道
の
駅
」
。
本
紙

昨
年
9
月
15
日
号
で

募
集
し
た
、こ
の
施
設

の
名
称
が
決
ま
り
ま

し
た
。2
8
3
通
も
の

応
募
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
の
は
、『
八
王
子
滝
山
』。た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。問
い
合
わ
せ
は
交
通
政
策
室

（
☎
20
・
7
2
5
9
、F
A
X
27
・
5
9
1
5
）へ
。�
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　巨大地震や集中豪雨などの
自然災害は、いつ起こるか分か
りません。そこで、こうした災害
などの危機から大切な命や財
産を守る「知恵と技術」を学ん
でいただこうと、防災講演会を
開催します。�
対象　市内在住の方�
日時　1月15日（日）午後1～3時�

会場　学園都市センター（八王
子スクエアビル内）�
講師　帝京大学教授・志方俊
之さん�
定員　216名（先着順）�
費用　無料�
申し込み　不要、直接会場へ�
問い合わせ　防災課（☎20・7�
207、FAX21・1298）へ�

広報はちおうじ　2006.1.1

学生・新社会人を対象
に新春労働講座を開催�

防災講演会�
「暮らしの中の危機管理」�

日時　1月29日（日）午前8時30
分～午後5時　�
会場　八王子繊維貿易館（八
幡町）など�

定員・費用　25名（抽選）・4,000円�
申し込み　往復ハガキに「多
摩織」と住所・氏名・年齢・電

話番号、返信面のあて名を
書いて、1月16日（必着）まで
に八王子織物工業組合（〒
192‐0053八幡町11‐2☎24・
8800）へ�
問い合わせ　産業政策課（☎
20・7379、FAX27・5951）へ�

染・織の体験講座「多摩織」�

　市は、認知症のミニ講演会
を開催します。申し込みは1月
4日から開催日の1週間前まで
に電話で各在宅介護支援セン

ターへ。テーマなど、詳しくは高
齢者支援課（☎20・7244、FA�
X24・7720）までお問い合わせ
ください。�

認知症ミニ講演会�

　働くうえで必要な男女雇用機会均等法な
どの法律に関する知識や、将来のキャリアプ
ラン、働き方を学びます。�
日時　1月28日（土）午後2～4時�
会場　八王子労政会館（明神町三丁目）�
講師　弁護士・中野麻美さん�
定員・費用　50名（先着順）・無料�
申し込み　1月4日から電話、またはファックス
で男女共同参画センター（☎48・2230、
FAX44・3910）へ�

税金教室�
「税の現状と税制改正」�

　税に関する身近な話題を取りあげ、現状
などについてお話します。�
日時・会場など　下表のとおり�
費用　無料　�
申し込み　不要、直接会場へ�
問い合わせ　税制課（☎20・7218、FAX27・
5918）へ�

成年後見制度ご利用の
ための相談会�

　成年後見制度は、老後の財産管理や契約、
介護の不安などを解消する有効な方法の一
つです。この制度の利用について、司法書
士が相談をお受けします。�
対象　市内在住・在勤の方�
日時　1月31日（火）午後2～4時（1組45分
程度）�
会場　南大沢文化会館�
定員・費用　10組（先着順）・無料�
申し込み　1月4日から電話、またはファックス
で高齢者相談課（☎20・7420、FAX24・77�
20）へ�

税金教室日程表�

ミニ講演会日程表�

日　時�
1月14日午前10時～11時30分�
1月28日午後2時～3時30分�
2月12日午前10時～11時30分�
2月25日午後2時～3時30分�
3月11日午前10時～11時30分�

会　場�
北野市民センター�
浅川市民センター�
南大沢市民センター�
中野市民センター�
元八王子市民センター�

日　時��
1月28日午後2時30
分～4時�
2月1日午後2～4時�
2月2日午後2～4時�
2月3日午後2時～3
時30分�

2月7日午後2～4時�
�
2月9日午後1時30分
～3時�
2月9日午後2時～3
時30分�
2月10日午後2～4時�
2月10日午後2～4時�
2月15日午後2時～3
時30分�
2月16日午後2～4時�
2月17日午後2～4時�

会　場��

東海大学八王子病院�
�
由井市民センター�
川口市民センター�

長房市民センター�
�

恩方市民センター�
�
高齢者在宅サービス
センター中野�

中央公民館�
�
横山南市民センター�
由木中央市民センター�

子安市民センター�
�
南大沢市民センター�
浅川市民センター�

申 し 込 み��

支援センター左入　　☎92・3211�
　　�
支援センター片倉　　☎32・6331�
支援センター川口　　☎54・5475�

支援センター長房　　☎29・2530�
�
支援センター�
元八王子　　　　　 

 ☎52・1134�

支援センター中野　　☎20・0860�
�

支援センターゆうゆう　☎48・8331�
�
支援センターめじろ　  ☎69・3070�
支援センター堀之内　☎79・1114�

支援センター長沼　　☎48・4340�
�
支援センター南大沢　☎78・1880�
支援センター高尾　　☎68・2288

定 員�
（先着順）�

130
名
�

�
54�
24�

33�
�

24�
�
40�
�

25�
�
30�
30�

40�
�
38�
40

9
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…
横
山
南
市
民
セ
ン
タ
ー
　
時
間
＝
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
　
定
員
＝

各
25
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　

申
し
込
み
＝
1
月
4
日
か
ら
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー（
☎
25
・
9
1
2
8
）�

●
健
康
レ
ク
教
室
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方
　

内
容
＝
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
、リ
ズ
ム
体
操
な

ど
　
日
時
＝
1
月
26
日
、2
月
23
日
、

3
月
2
・
23
日
の
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分
　
会
場
＝
南
大
沢
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー（
☎
79
・
2
2
0
5
）　
定
員

＝
各
25
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料

申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

●
高
齢
期
の
栄
養
教
室
「
い
き
い
き
ラ

　
イ
フ
を
送
る
た
め
に
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
、一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、ま
た
は
高
齢
者

世
帯
の
方
　
内
容
＝
栄
養
士
に
よ
る

講
話
、試
食
　
日
時
・
会
場
＝
①
1
月

30
日
（月）
午
後
1
〜
3
時
…
保
健
セ
ン

タ
ー（
平
岡
町
）、②
31
日
（火）
午
後
1
〜

3
時
…
保
健
セ
ン
タ
ー
南
大
沢
分
室
　

定
員
＝
①
30
名
、②
25
名（
と
も
に
先

着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝

1
月
4
日
か
ら
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
25
・
9
1
2
8
）�

●
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
精
神
障
害
の
あ

る
方
と
そ
の
家
族
　
内
容
＝
生
活
や

医
療
、福
祉
に
関
す
る
相
談
　
日
時
＝

1
月
10
日
、2
月
14
日
、3
月
7
日
の

午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
南
大
沢
分
室
　
申
し
込
み
＝
1

月
4
日
か
ら
電
話
で
障
害
者
福
祉
課（
☎

20
・
7
3
6
6
）�

●
歯
の
健
康
相
談
�

　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
。�

対
象
＝
市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方
　

内
容
＝
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
、歯
磨
き

の
方
法
な
ど（
健
診
や
治
療
は
行
い
ま

せ
ん
）　
日
時
＝
1
月
26
日
（木）
午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
保
健

セ
ン
タ
ー（
平
岡
町
）　
費
用
＝
無
料
　

申
し
込
み
＝
1
月
4
日
か
ら
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー（
☎
25
・
9
1
2
8
）�

●
結
核
（
B
C
G
）
予
防
接
種
�

　
対
象
と
な
る
平
成
17
年
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
に
は
、今
月
上
旬

ま
で
に
予
診
票
と
日
程
表
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、会
場
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

予
診
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、保
健
セ
ン

タ
ー（
☎
25
・
9
1
2
8
）へ
ご
連
絡
を
。�

●
乳
が
ん
自
己
検
診
法
講
習
会
「
自
分

　
で
調
べ
て
自
分
で
み
つ
け
る
」
�

対
象
＝
30
歳
以
上
の
女
性
　
日
時
＝

1
月
24
日
（火）
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー（
平
岡
町
）　
定

員
＝
20
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料

申
し
込
み
＝
1
月
4
日
か
ら
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー（
☎
25
・
9
1
2
8
）�

●
わ
く
わ
く
健
康
学
級
「
高
脂
血
症
予

　
防
〜
今
日
か
ら
サ
ラ
サ
ラ
生
活
」
�

対
象
＝
健
診
の
結
果
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
高
め
で
食
事
な
ど
生
活
習
慣
の
改

善
が
必
要
な
方（
現
在
治
療
中
の
方
、昨

年
度
の
受
講
者
を
除
く
）　
内
容
＝
病

気
の
予
防
と
食
事
の
話
、相
談
、簡
単
な

体
操
　
期
日
・
会
場
＝
1
月
13
日
（金）
…

保
健
セ
ン
タ
ー（
平
岡
町
）、16
日
（月）
…

保
健
セ
ン
タ
ー
南
大
沢
分
室
、26
日
（木）
�

●
乳
・
幼
児
健
診
�

　
3
〜
4
か
月
・
1
歳
6
か
月
・
3
歳
児

健
診
に
つ
い
て
、該
当
す
る
お
子
さ
ん
の

保
護
者
に
健
診
通
知
を
郵
送
し
ま
し
た
。

通
知
に
指
定
さ
れ
た
会
場
で
健
診
を

お
受
け
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、該
当
す
る
方
で
通
知
の
届
か

な
い
場
合
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
25
・
9
�

1
2
8
）へ
ご
連
絡
を
。�

対
象
＝
▼
3
〜
4
か
月
児
健
診
…
平
成

17
年
9
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
　
▼
1

歳
6
か
月
児
健
診
…
平
成
16
年
6
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
　
▼
3
歳
児
健

診
…
平
成
14
年
12
月
生
ま
れ
の
お
子
さ

ん
　
※
3
歳
児
健
診
未
受
診
の
方
は
、

4
歳
前
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
。日
程
は

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。�

け�ん�こ�う�

▲我が子の成長に笑みがこぼれて�

▲お母さんの歌が大好き（ベビーリズムで）�

　
3
つ
の
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
で
、楽
し
み
な
が
ら
子
育
て
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
次
の
講
座
を
開
催
し

ま
す
。費
用
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。�

①
ゼ
ロ
歳
児
の
マ
マ
あ
つ
ま
れ
�

対
象
　
市
内
在
住
の
0
歳
児
と

そ
の
保
護
者（
妊
娠
中
の
方
も

可
）�

内
容
　
手
遊
び
、助
産
師
に
よ
る

講
座
・
相
談
�

日
時
　
1
月
12
日
（木）
午
前
10
〜

11
時
�

会
場
　
地
域
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
南
大
沢（
☎
78
・
3
1
�

0
0
、F
A
X
78
・
3
1
0
2
）�

定
員
　
15
組（
先
着
順
）�

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
�

②
ベ
ビ
ー
リ
ズ
ム
�

対
象
　
市
内
在
住
で
1
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者（
2

人
1
組
）�

日
時
　
1
月
18
日
（水）
午
後
2
〜

3
時
�

会
場
　
地
域
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
元
八
王
子
�

定
員
　
10
組（
抽
選
）�

③
ベ
ビ
ー
マッ
サ
ー
ジ
�

対
象
　
2
〜
4
か
月
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者（
2
人
1
組
）�

日
時
　
1
月
24
日
（火）
午
前
10
時

〜
正
午
�

会
場
　
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第

5
学
習
室
�

定
員
　
10
組（
抽
選
）�

申
し
込
み
　
①
不
要
、直
接
会
場

へ
、②
③
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望

番
号
と
住
所
・
氏
名
・
お
子
さ

ん
の
名
前
と
生
年
月
日
・
電
話

番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書

い
て
、1
月
10
日（
必
着
）ま
で

に
②
は
八
王
子
市
地
域
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
元
八
王

子（
〒
193
‐
0
8
1
6
大
楽
寺
町

4
1
9
‐
1
、問
い
合
わ
せ
☎
24
・

8
3
0
0
、F
A
X
24
・
8
3
0
�

2
）、③
は
八
王
子
市
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒
192‐
0
0
8
�

2
東
町
5
‐
6
、問
い
合
わ
せ
☎

56
・
8
2
2
5
、F
A
X
56
・
8
�

2
2
6
）へ
�

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。�
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ッ
ク
ス
で
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
☎

48
・
2
2
3
0
、F
A
X
44
・
3
9
1
0
）

※
最
終
日
に
は
再
就
職
準
備
相
談
も
。

ま
た
、1
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を

15
名（
先
着
順
）お
預
か
り
し
ま
す
。申

し
込
み
時
に
ご
予
約
を
。�

■
子
ど
も
将
棋
教
室
�

対
象
＝
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
　
内

容
・
期
日
＝
初
級
…
1
月
7
日
、2
月

4
日
、3
月
4
日
、中
級
…
1
月
21
日
、

2
月
18
日
、3
月
18
日
　
時
間
＝
午
前

10
時
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
南
大
沢

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
79
・
2
2
0
5
）

定
員
＝
各
30
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無

料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
講
座
「
お
と
な
の
た
め
の
け
ん
玉
入
門
」
�

日
時
＝
1
月
28
・
29
日
の
午
前
10
時
〜

正
午
　
会
場
＝
川
口
公
民
館
　
定
員

＝
20
名（
抽
選
）　
費
用
＝
無
料
　
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
け
ん
玉
」と

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、返
信

面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、1
月
16
日（
必

着
）ま
で
に
八
王
子
市
川
口
公
民
館（
〒

193‐
0
8
0
1
川
口
町
3
8
3
8
☎
54
・

8
4
5
0
）�

■
青
年
教
室
「
自
分
だ
け
の
シ
ル
バ
ー
ア

　
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
」
�

対
象
＝
16
〜
30
歳
の
方
　
日
時
＝
2
月

10
日
（金）
午
後
6
〜
8
時
　
会
場
＝
ク
リ

エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
2
創
作
室
　
定
員
＝

20
名（
抽
選
）　
費
用
＝
3
千
円
　
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
シ
ル
バ
ー
」と

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、返
信
面

の
あ
て
名
を
書
い
て
、1
月
16
日（
必
着
）

ま
で
に
八
王
子
市
中
央
公
民
館（
〒
192
‐

0
0
8
2
東
町
5‐6
☎
48・
2
2
3
2
）�

コ
ン
」と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、

返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、1
月
17

日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
川
口
公
民

館（
〒
193
‐
0
8
0
1
川
口
町
3
8
3
8

☎
54
・
8
4
5
0
）�

■
社
会
人
セ
ミ
ナ
ー
「
色
を
学
ん
で
自

　
分
の
色
を
探
そ
う
」
�

日
時
＝
2
月
9
・
23
日
、3
月
9
日
の
午

後
2
〜
4
時
　
会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー

ル
第
5
学
習
室
　
定
員
＝
24
名（
抽
選
）

費
用
＝
3
千
6
0
0
円
　
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に「
色
」と
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
好
き
な
色
、返
信
面
の

あ
て
名
を
書
い
て
、1
月
16
日（
必
着
）

ま
で
に
八
王
子
市
中
央
公
民
館（
〒
192
‐

0
0
8
2
東
町
5‐6
☎
48・
2
2
3
2
）�

■
ゆ
う
ゆ
う
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
「
ハ
ギ

　
レ
で
作
る
き
ん
ち
ゃ
く
袋
」
�

対
象
＝
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
方
　
日

時
＝
1
月
17
・
31
日
、2
月
14
・
28
日
、3

月
14
・
28
日
の
午
後
2
〜
4
時
　
会
場

＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
2
学
習
室
　
定

員
＝
25
名（
抽
選
）　
費
用
＝
無
料
　
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
き
ん
ち
ゃ
く
」

と
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、返
信
面
の

あ
て
名
を
書
い
て
、1
月
10
日（
必
着
）ま

で
に
八
王
子
市
中
央
公
民
館（
〒
192
‐
0
�

0
8
2
東
町
5
‐
6
☎
48
・
2
2
3
2
）�

■
再
就
職
支
援
講
座
「
第
一
歩
を
踏

　
み
出
す
た
め
に
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

日
時
＝
2
月
6
・
8
・
9
日
の
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
30
分
　
会
場
＝
ク
リ
エ
イ

ト
ホ
ー
ル
第
7
学
習
室
　
定
員
＝
24
名

（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込

み
＝
1
月
4
日
か
ら
電
話
、ま
た
は
フ
ァ
�

＝
川
口
公
民
館
　
定
員
＝
70
名（
抽
選
）

費
用
＝
8
0
0
円
　
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に「
偉
人
伝
」と
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書

い
て
、1
月
17
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子

市
川
口
公
民
館（
〒
193
‐
0
8
0
1
川
口

町
3
8
3
8
☎
54
・
8
4
5
0
）�

■
成
人
講
座
�

①
季
節
の
装
い
の
和
風
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

つ
く
ろ
う
�

対
象
＝
小
学
4
年
生
以
上
の
方
　

日
時
＝
2
月
5
日
（日）
午
前
9
時
30

分
〜
正
午
　
定
員
＝
20
名（
抽
選
）

費
用
＝
2
千
2
0
0
円
　
�

②
パ
ソ
コ
ン
を
基
礎
か
ら
始
め
よ
う
�

対
象
＝
18
歳
以
上
の
初
心
者
　
内
容

＝
マ
ウ
ス
の
操
作
と
文
字
入
力
　
日
時

＝
2
月
7
・
14
・
21
・
28
日
、3
月
7
・
14

日
の
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

定
員
＝
10
名（
抽
選
）　
費
用
＝
2
千
円
�

会
場
＝
南
大
沢
公
民
館
　
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ（
1
人
1
枚
）に
希
望
番

号
と
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、

1
月
17
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
南

大
沢
公
民
館（
〒
192‐
0
3
6
4
南
大
沢

2
‐
27
☎
79
・
2
2
0
8
）�

■
成
人
講
座
「
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
」
�

対
象
＝
60
歳
以
上
の
初
心
者（
前
回
の

受
講
者
を
除
く
）　
内
容
＝
電
源
の
入

れ
方
、文
字
入
力
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
　
日
時
＝
2
月
4
・
18
・
25
日
、3
月

4
・
11
・
18
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

30
分
　
会
場
＝
川
口
公
民
館
　
定
員

＝
10
名（
抽
選
）　
費
用
＝
千
2
0
0

円
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
パ
ソ
�

つ
い
て
の
作
文（
4
0
0
字
程
度
）を

持
っ
て
、1
月
20
・
21
日
の
午
前
10
時

〜
午
後
5
時
に
直
接
、中
央
図
書
館

（
☎
64
・
4
3
2
1
）�

▼
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
�

対
象
＝
社
会
福
祉
士
の
資
格（
見
込

み
）を
お
持
ち
の
方
な
ど（
詳
し
く
は

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
配
布
す
る
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）　
任
用
期
間
＝
4
月
〜
来

年
3
月（
週
24
時
間
、土
曜
日
勤
務
あ

り
）　
募
集
人
員
＝
若
干
名（
選
考
）

報
酬
＝
月
約
20
万
円
　
申
し
込
み
＝

履
歴
書
と「
子
ど
も
と
家
庭
へ
の
支
援
」

に
つ
い
て
の
作
文（
8
0
0
字
程
度
）を

持
っ
て
、1
月
20
〜
22
日
に
直
接
、子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
ク
リ
エ
イ
ト

ホ
ー
ル
内
☎
56
・
8
2
2
5
）　
※
提

出
時
に
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。�

�

講
座
・
教
室
�

�

■
市
民
自
由
講
座
「
奥
多
摩
の
森
を

　
知
ろ
う
」
�

日
時
＝
2
月
8
日
（水）
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
視
聴
覚

室
　
定
員
＝
72
名（
抽
選
）　
費
用
＝

無
料
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
奥

多
摩
」と
住
所
・
氏
名
、返
信
面
の
あ
て

名
を
書
い
て
、1
月
10
日（
必
着
）ま
で
に

八
王
子
市
中
央
公
民
館（
〒
192‐
0
0
8
�

2
東
町
5
‐
6
☎
48
・
2
2
3
2
）�

■
市
民
自
由
講
座
「
八
王
子
偉
人
伝
」
�

内
容
＝
横
川
楳
子
、肥
沼
信
次
、石
坂
弥

次
右
衛
門
、巽
聖
歌
　
日
時
＝
2
月
3
・

10
・
17
・
24
日
の
午
後
2
〜
4
時
　
会
場
�

���������募
集
�

�■
嘱
託
員
�

▼
①
事
務
、②
図
書
館
司
書（
と
も
に

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
）�

対
象
＝
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
で
自
力
で
通
勤
で
き
、介
助
者
な

し
に
勤
務
で
き
る
方（
②
は
司
書
の

資
格
も
）　
任
用
期
間
＝
4
月
〜
来

年
3
月（
と
も
に
週
30
時
間
、②
の
み

土
・
日
曜
日
と
祝
・
休
日
、夜
間
勤
務

あ
り
）　
募
集
人
員
＝
各
若
干
名（
選

考
）　
報
酬
＝
月
約
20
万
円
　
選
考

日
＝
2
月
5
日
（日）
　
申
し
込
み
＝

1
月
4
日
か
ら
市
役
所
4
階
職
員

課
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
す
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、1

月
18
・
19
日
に
直
接
、職
員
課（
☎
20
・

7
2
0
3
）�

▼
図
書
館
司
書
�

対
象
＝
司
書
の
資
格（
見
込
み
）を
お

持
ち
の
方
　
任
用
期
間
＝
4
月
〜
来

年
3
月（
週
30
時
間
、土
・
日
曜
日
と

祝
・
休
日
、夜
間
勤
務
あ
り
）　
募
集

人
員
＝
若
干
名（
選
考
）　
報
酬
＝

月
約
20
万
円
　
申
し
込
み
＝
履
歴

書
と「
図
書
館
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
」に
�



▼ 休日救急診療 の 内科・外科・小児科�

2日（午前9時～午後5時）� 1日（午前9時～午後5時）�

救急診療�

新
町
新
町�

市
守
神
社�

北大通り（20号バイパス）�

八王子駅�

横山町�
甲州街道�

◯�交�
追
分
町�

新
町�

←�

←
�

桑
並
木
通
り�

市
守
神
社�
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医療・健康心配ごと電話相談�
●毎日の午後8時～10時30分�
　夜間救急診療所　☎22‐9910�
●偶数日（全夜間と休日）�
　八王子医療センター　　☎65‐5611�
●奇数日（全夜間と休日）�
　東海大学八王子病院　☎39‐1111

休日歯科応急診療�
●午前9時～午後4時�
　保健センター2F　平岡町18‐3　☎25‐9128

休日産婦人科当番医�
●午前9時～午後5時�
　米山産婦人科病院�
　新町2‐12�
　☎42‐5225

小児休日・全夜間救急医療�
●偶数日…八王子医療センター　☎65‐5611�

館町1163�
●奇数日…東海大学八王子病院　☎39‐1111�

石川町1838

救急病院の案内（一日中）�
●救急テレフォンサービス　☎042‐521‐2323�
●八王子消防署　☎25‐0119�
●東京都保健医療情報センター　☎03‐5272‐0303

夜間救急診療�
●内科・小児科　毎日の午後8～11時�
　夜間救急診療所（保健センター1F）　☎25‐9910�
　平岡町18‐3

市からのお知らせ�情報ファイル�

料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
市
民
映
画
館
�

作
品
＝「
古
都
」
　
主
演
＝
山
口
百
恵

日
時
＝
1
月
21
日
（土）
午
前
10
時
〜
正
�

午
、午
後
2
〜
4
時
　
会
場
＝
ク
リ
エ

イ
ト
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
　
定
員
＝
各
72

名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し

込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
　
問
い
合

わ
せ
＝
中
央
公
民
館（
☎
48・
2
2
3
2
）�

■
シ
ネ
マ
フ
レ
ス
コ
�

作
品
＝「
親
バ
カ
ち
ゃ
ん
り
ん
子
育
て
奮

戦
記
」
　
出
演
＝
高
津
住
男
、小
林
千

登
勢
ほ
か
　
日
時
＝
1
月
14
日
（土）
午
前

10
時
〜
正
午
、午
後
2
〜
4
時
　
会
場

＝
南
大
沢
公
民
館（
☎
79
・
2
2
0
8
）

定
員
＝
各
70
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無

料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
映
写
会
「
ぷ
れ
い
ば
っ
く
川
口
」
�

作
品
＝「
国
宝『
鳥
獣
人
物
戯
画
』」　

日
時
＝
1
月
14
日
（土）
午
前
10
〜
11
時
、

午
後
2
〜
3
時
　
会
場
＝
川
口
公
民

館（
☎
54
・
8
4
5
0
）　
定
員
＝
各
70

名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し

込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
和
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
、ま
た

は
障
害
の
あ
る
方
　
日
時
＝
1
月
12

日
（木）
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
　
会
場

＝
南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
79
・

2
2
0
5
）　
出
演
＝
首
都
大
学
東

京
和
楽
器
サ
ー
ク
ル
三
曲
会
　
定
員
＝

35
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申

し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
�

期
日
・
会
場
＝
①
1
月
14
日
（土）
…
い
ち

ょ
う
ホ
ー
ル（
☎
21
・
3
0
0
1
）、②
15
�

　
�

催
し
�

�■
夢
美
術
館
特
別
展
「
ホ
ル
ス
ト
・
ヤ

　
ン
セ
ン
展
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
�

　
1
月
22
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
特
別

展
の
作
品
を
、日
本
パ
ウ
ル・ク
レ
ー
協
会

事
務
局
長・新
藤
信
さ
ん
が
解
説
し
ま
す
。�

日
時
＝
1
月
14
日
（土）
午
後
3
〜
4
時

会
場
＝
夢
美
術
館（
☎
21
・
6
7
7
7
）

費
用
＝
無
料（
観
覧
料
は
必
要
）　
申

し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
倶
楽
部
�

対
象
＝
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者（
2
人
1
組
）　
内
容
＝
ダ
ン
ボ
ー

ル
遊
び
な
ど
　
日
時
＝
1
月
12
日
（木）

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
　
会
場
＝
ク

リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
2
学
習
室
　
定
員

＝
30
組（
先
着
順
）　
費
用
＝
1
組

2
0
0
円
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直
接

会
場
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民

館（
☎
48
・
2
2
3
2
）、ま
た
は
八
王

子
子
ど
も
劇
場（
☎
45
・
1
7
3
9
）�

■
夜
間
中
学
校
作
品
展
�

日
時
＝
1
月
23
〜
27
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
7
時（
23
日
は
2
時
か
ら
、27
日
は

2
時
ま
で
）　
会
場
＝
学
園
都
市
セ
ン

タ
ー（
八
王
子
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
内
）　
問
い

合
わ
せ
＝
第
五
中（
☎
42
・
1
6
3
5
）�

■
シ
ア
タ
ー
川
口
�

作
品
＝「
大
人
は
判
っ
て
く
れ
な
い
」　

監
督
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
　
日

時
＝
1
月
8
日
（日）
午
前
10
時
〜
11
時
40

分
、午
後
2
時
〜
3
時
40
分
　
会
場
＝

川
口
公
民
館（
☎
54
・
8
4
5
0
）　
定

員
＝
各
70
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
�

日
（日）
…
南
大
沢
文
化
会
館（
☎
79
・
2
2
�

0
2
）　
時
間
＝
午
後
0
時
15
分
〜
0

時
45
分
　
出
演
＝
①
大
場
瞳
さ
ん（
ピ

ア
ノ
）、②
菊
池
大
翼
さ
ん（
カ
ウ
ン
タ
ー

テ
ナ
ー
）ほ
か
　
入
場
料
＝
無
料
　
申

し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
長
池
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
催
し
�

　
時
間
な
ど
、詳
し
く
は
1
月
4
日
以
�

3日（午前9時～午後5時）�8日（午前9時～午後5時）�

甲州街道� 西八王子→�

横山中�

散田五丁散田五丁目�散田五丁目�←�

めじろ台�

中散田中散田�中散田�

↓
�

横山横山�
　中学　中学�
横山�
　中学�

◯�文�

◯�公�

高
尾
駅�

↓
�

多摩眼科クリニック�
散田町4-10-11☎61-6253

京王堀之内�

←野猿街道�
大栗川橋北�

大栗川橋�

大栗川大栗川�大栗川�

多摩ニュータウン通り�

国
道
16
号
�

もりた耳鼻咽喉科医院�
別所1-11-26パドーレエスペランサ1F☎75-8741

▼休日救急診療の耳鼻咽喉科�▼休日救急診療の眼科�

東中野診療所�
東中野526‐1
☎74‐1660

天野�

野猿
街道
�

東中野�

古本屋古本屋�古本屋�

由木東小�

↓�

↓
�

野
猿
峠
�

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
�

◯�文�

内�

児�

外�

モ
ノ
レ
ー
ル�

モ
ノ
レ
ー
ル�

東中野診療所�
東中野526‐1
☎74‐1660

天野�

野猿
街道
�

東中野�

古本屋古本屋�古本屋�

由木東小�

↓�

↓
�

野
猿
峠
�

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
�

◯�文�

内�

児�

外�

モ
ノ
レ
ー
ル�

モ
ノ
レ
ー
ル�

◯�公�

沼沢医院�
子安町4‐20‐9
☎22‐2369

南大通り�

税務署入口税務署入口�税務署入口�

子安�

子安公園前�

子
安
町
三
丁
目�

国
道
16
号
�

八
王
子
駅
南

王
子
駅
南
口
�

八
王
子
駅
南
口
�

と
ち
の
木
通
り
�

内�岡部クリニック�
万町123-5
☎22‐3439

↑�

い
ち
ょ
う
公
園� 第三小�

市
立
三
小�

南大通り�

国道20号�

国
道
16
号�

◯�文�

内�

児�

→
�

→
�

大和田橋�
南多摩高校�

甲州街道�

京王八王子�

東
放
射
線

東
放
射
線
ア
イロ
ード
�

東
放
射
線
ア
イロ
ード
�

八王子市�
医師会�

田中内科医院�
明神町2‐11‐1
☎45‐6144

四
小
�

◯�文�

◯�文�

内�

だいり橋�

宮上中宮上中�宮上中�

宮上小宮上小�宮上小�
首都大学�
　　東京�

都
立
大
学
西�

大田平橋�

長
久
保�

三徳プラザ前�

宮
上
駐
在
所
前�

↑�

〒南大沢五局南大沢五局�〒南大沢五局�

◯�文�
◯�文�

南大沢クリニック�
南大沢5‐14‐4‐1
☎74‐7766

内�

児�

宇津木台中央�

ファミリーレストラン�ファミリーレストラン�

宇津木局�
〒�

信用金庫信用金庫�信用金庫�

田島医院�
久保山町2‐43‐2
☎91‐7550

小宮町�

ス
ー
パ
ー
�

16号バイパス�

↑
�

外�



▼ 休 日 救 急 診 療 の 内 科・外 科・小 児 科 �

8日（午前9時～午後5時）� 3日（午前9時～午後5時）�9日（午前9時～午後5時）�
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日
時
　
1
月
11
日
（水）
午
後
3
〜
4
時
�

会
場
　
市
民
会
館
�

　ド
ラ
イ
バ
ー
教
室
�

持
ち
物
＝
昼
食
な
ど
　
申
し
込
み
＝

1
月
4
〜
31
日
に
費
用
を
持
っ
て
直
接
、

市
役
所
8
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
20
・

7
3
3
5
）�

■
3
月
の
運
動
施
設
の
一
般
利
用
中
止
�

野
球
場
＝
▼
市
民
球
場
…
21
〜
25
日
�

▼
西
寺
方
…
26
日
　
▼
川
町
・
椚
田
少

年
…
21
・
25
・
26
日
　
▼
大
塚
…
26
日

午
前
8
時
〜
正
午
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
＝
▼
上
柚
木
…
27
日
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時
40
分
　
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
＝
▼
大
塚
…
12
日
　
サ
ッ
カ
ー
場
＝

▼
川
町
少
年
…
5
・
12
日
　
▼
椚
田
少

年
…
5
・
19
日
と
10
・
24
日
の
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
1
時
40
分
　
▼
滝
ガ

原
…
1
〜
18
・
26
日
�

■
屋
外
運
動
施
設
の
利
用
開
始
�

　
野
球
場（
市
民
球
場
を
除
く
）と
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
場
は
3
月
21
日
（祝）
か
ら
利
用

で
き
ま
す
。�

�

そ
の
他
�

�

■
戸
吹
湯
っ
た
り
館
は
年
始
も
開
館
�

　
戸
吹
湯
っ
た
り
館（
☎
96
・
6
1
1
3
）

は
、1
月
1
日
か
ら
開
館
。5
日
（木）
の
定

休
日
も
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。�

■
都
市
計
画
審
議
会
を
開
催
�

予
定
案
件
＝
八
王
子
駅
南
口
地
区
市

街
地
再
開
発
事
業
の
変
更
な
ど
　
日

時
＝
1
月
10
日
（火）
午
後
1
時
30
分（
傍

聴
受
付
は
1
時
〜
）　
会
場
＝
市
役
所

議
会
棟
5
階
全
員
協
議
会
室
　
定
員

＝
40
名（
先
着
順
）　
申
し
込
み
＝
不
要
、

直
接
会
場
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計

画
室（
☎
20
・
7
2
5
8
）�

21
・
3
0
0
5
）で
�

　
�

ス
ポ
ー
ツ
�

�■
市
民
ネ
オ
テ
ニ
ス
大
会
�

対
象
＝
中
学
生
以
上
で
6
〜
10
名
の
団

体
　
期
日
＝
2
月
5
日
（日）
　
会
場
＝
市

民
体
育
館
　
費
用
＝
1
チ
ー
ム
5
0
0

円
　
申
し
込
み
＝
市
役
所
8
階
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
と
市
民
・
甲
の
原
体
育
館
、市

民
球
場
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
て

直
接
、郵
送
、ま
た
は
フ
ァッ
ク
ス
で
1
月

13
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
役
所
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課（
〒
192
‐
8
5
0
1
☎
20
・

7
3
3
5
、F
A
X
26
・
8
5
5
4
）�

■
市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
小

学
生
以
上
の
方（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
で
）　
集
合
＝
2
月
12
日
（日）
午
前
7

時
30
分
に
市
役
所
正
面
玄
関
前（
解
散

は
午
後
5
時
こ
ろ
同
所
で
。小
雨
決
行
）

会
場
＝
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド（
山
梨
県
）

定
員
＝
90
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
3

千
円（
小
学
生
は
2
千
5
0
0
円
）　
�

降
に
長
池
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー（
☎
78
・

4
6
1
6
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。�

内
容
・
期
日
＝
植
物
勉
強
会
…
1
月
7
・

14
・
28
日
、書
道
教
室
…
8
日
、朗
読
の

会
…
12
・
26
日
、絵
手
紙
教
室
…
14
・
22

日
、色
鉛
筆
画
教
室
…
18
日
、こ
ど
も

科
学
実
験
教
室
…
28
日
　
費
用
＝
各

1
0
0
円
�

■
学
園
都
市
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
寄
席
�

▼
八
王
子
駅
前
寄
席
�

開
演
日
時
＝
3
月
9
日
（木）
午
後
7

時
　
会
場
＝
学
園
都
市
セ
ン
タ
ー（
八

王
子
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
内
）　
出
演
＝
古

今
亭
菊
之
丞
ほ
か
�

▼
南
大
沢
寄
席
�

開
演
日
時
＝
3
月
24
日
（金）
午
後
7

時
　
会
場
＝
南
大
沢
文
化
会
館
　

出
演
＝
古
今
亭
駿
菊
ほ
か
�

費
用
＝
各
千
8
0
0
円（
当
日
2
千
円
。

全
席
自
由
）　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
1
月

7
日
（土）
午
前
10
時
か
ら
、い
ち
ょ
う
ホ
ー

ル
、市
民
会
館
、南
大
沢
文
化
会
館
、学

園
都
市
セ
ン
タ
ー
で
　
電
話
予
約
＝
同

日
午
後
1
時
か
ら
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル（
☎
�

渡辺医院�
長房町373‐2
☎63‐3263

横山橋�

甲州街道� 追分町→�

南浅川�

青果店青果店�青果店�
銀行�

長房団地�

横
山
橋�

内�

児�

八王子�

豊泉胃腸科外科病院�
旭町12‐12
☎45‐9111

甲州街道�

八王子�
保健所�

豊田→�

↑
�

桑
並
木
通
り
�

長
小
路
通
り
�

内�

外�

東
放
射
線
アイ
ロー
ド
�

◯�文�

帝京大学�

野猿
街道
�

帝京大学�
帝京大学東�

聖蹟聖蹟�
桜ヶ丘�
聖蹟�
桜ヶ丘�タイヤ販売店販売店�タイヤ販売店�

→�

ささき医院�
大塚494‐1
☎76-6655

児�

西八王子�

長浜内科医院�
台町4‐44‐10西八平沼ビル2F
☎67‐8651

台町五差路�南多摩病院�

八
王
子
→�

ス
ー
パ
ー�◯�交�◯�交�

内�

長沼→�
北野駅前�

宮澤内科クリニック�
北野町560‐5
☎56‐2855

バ
イ
パ
ス�

由
井
由
井
一
小�

由
井
一
小�

←高尾� 新宿→�

きたの�
タウンビル�
きたの�
タウンビル�

北野�

16
号� 北野北野�

天満神社天満神社�
北野�
天満神社�

◯�文�

◯�交�

内�

鈴木診療所�
子安町2‐10‐14
☎42‐3923

←�

八王子駅南口�

子安一丁目�

野猿街道�

GS

第六小�

子
安
町
五
差
路
�

子
安
市
民
�

セ
ン
タ
ー
�

◯�文�

内�

児�金井外科胃腸科�
めじろ台2‐10‐1
☎63‐4846

めじろ台駅�

めじろ台�
富士見公園富士見公園�
めじろ台�
富士見公園�

スーパー�

北野→北野→�北野→�

め
じ
ろ
台
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
通
り�

◯�交�

めじろ台�

コ
ン
ビ
ニ�

エ
ン
ス
ス
ト
ア�

内�

外�

◯�公�

倉田医院�
千人町3‐17‐20
☎61‐7915

◯�文�

◯�公�

甲州街道�←�

←
�

中央図書館前�

西八王子駅�

中央図書館中央図書館�中央図書館�

第五小�

千人町桑の実�

高
尾
町�

内�

児�

万葉けやき通り�

NTT

散田四丁目�

散田四丁目�

←高尾�

いしづか内科クリニック�
散田町3‐13‐6
☎68‐0841

内�

児�

カー用品店�

岡田内科ペインクリニック�
宇津木町764‐9�
メディカルフラット宇津木1F
☎96‐6441 内�

外�

滝山街道�

国
道
16
号
�

16号�バイパス�

16号�バイパス�

ファミリー�
レストラン�

左入橋�

左入町�

左入�

GSGSGS

〒�
左入局左入局�左入局�

中野�

甲州街道�

八王子市八王子市�
　補修　補修センター�
八王子市�
　補修センター�秋川

街
道�

↓�

◯�交�

原田クリニック�
中野上町4‐11‐8
☎22‐9297

内�

澤渡循環器クリニック�
打越町1197‐1ステップコートはけしたビル1F
☎32‐0255 内�外�

北野街道�

打越�

湯殿川�

北野事務所�

16
号
バ
イ
パ
ス

北  野�←高尾�
新宿→�

本市が「情報産業�
人材育成特区」に認定�
　地域を限定して規制緩和を
行う国の構造改革特区制度。
市は、多くの大学や情報産業が
集積している特性をいかして「情
報産業人材育成特区」計画を
申請、昨年11月22日に認定され
ました。認定は「高尾山学園」に
次いで2度目。�
　今回の特区は、株式会社によ
る大学の設置や、情報処理の資
格試験が一部免除となる講座
の開設を認めるもの。ＩＴ技術に
習熟した人材の育成などを通じ、
情報産業を中心とした地域の活
性化を図っていきます。問い合
わせは政策審議室（☎20・7200、
FAX27・5939）へ。�
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★絵本の読み聞かせ　【対】3歳～
小学3年生のお子さんとその保護者
【日】1月26日午前10時30分～正午
【会】台町市民センター　【問】おは
なし無限大・辻野☎26・0723�
★チャリティーダンスパーティー　
【日】1月14日午後1時～4時30分　
【会】あったかホール　【費】800円
【問】赤とんぼ・落合☎090・1660・
1163�
★フリーマーケット　:【期・会】1
月15日、3月5日…富士森公園　【時】
午前9時～午後3時　【問】町田リサ
イクル☎044・951・6490　:【期・会】
1月8・15日、2月5・12日…八王子みな
み野駅前広場、1月29日、2月26日…
富士森公園　【時】午前9時～午後
3時　【問】サンフラワーリサイクル☎70・
0514

※印は祝・休日を除く�

相談名� 日　時� 会場・問い合わせ� 相談名� 日　時� 会場・問い合わせ�
保健センター☎25・9128�
栄養の予約は電話で�

下記の項目以外の一般相談で、どこに相談したらよいか分からない方はこちらへ�
市役所暮らしの安全安心課☎20・7227（※月～金曜日の午前8時30分～午後7時）�

※月～金曜日の�
午前9時～11時30分�健康・栄養・歯�

クリエイトホール8階�
男女共同参画センター�
☎48・2234予約は電話で�
同センターでは、電話での�
一般的な相談もお受けし�
ています（月～土曜日）�

※木曜日の午後1～4時�

市役所生活福祉課�
☎20・7280予約は電話で�

※月～金曜日の�
午前9時～正午、午後1～5時�

相談�

20日午前9時30分～�
11時30分�保健相談�

※水・土曜日の午前9時�
～正午�
12・23日の午後5～8時�

カウンセ�
リング�

28日午後2～5時�弁護士相談�

母子・女性�
福祉�

※月・火・水・金曜日の�
午後1時10分～4時�
（今月は10日からです）�

法　律�

予約は月曜日（祝・休日の場
合は前週の金曜日）の午前9
時30分～、各先着8名�
電話で市役所暮らしの安全
安心課☎20・7227へ�

消費者センター �
☎25・2621

10日午後1～3時�

今月はお休みです。�
18日午後1時～3時30分�

19・26日の午後1時～�
3時30分�

11・25日の午後1時～�
3時30分�

相続・遺言等�
暮らしの手続�

市役所暮らしの安全安心課�
☎20・7227
八王子スクエアビル11階�
国際交流コーナー�
☎42・7091

12日午後1時～3時30分�年金・雇用保険�
労働条件�

26日午後1～4時�

8日午後2～4時�
外国人生活�

行　政�

税　金�

登　記�

不動産�

消費者� ※月～金曜日の�
午前9時～午後4時�

予約（行政は不要）は�
当日午前9時30分～、�
各先着5名�
電話で市役所暮らしの安全�
安心課☎20・7227へ�

5・12・19・26日の�
午後1時20分～4時30分�

市役所暮らしの安全安心課�
☎20・7227 予約は当日の�
午前9時30分～電話で�

交通事故�

市役所総務部総務課�
☎20・720110日午後1～3時�人　権�

※月～金曜日の午前�
8時30分～午後5時�
※月～金曜日の午前�
8時30分～午後5時�

教育センター�
☎64・3665（子ども専用）�

大和田市民センター�
☎45・5995面談の予約は電話で�

地域子ども家庭支援センター�
みなみ野☎35・4152�
南大沢☎78・3100�
元八王子☎24・8300

※火・木・金曜日の�
午前10時～午後3時�
（10日を除く）�

※月～土曜日の�
午前9時～午後5時�

子ども家庭支援センター�
☎56・8225

総合教育相談室�

こども電話相談�

心の相談室�

子ども家庭�

教育センター�
☎64・6949

火～日曜日の�
午前10時～午後5時�

※火～日曜日の�
午前9時～午後4時�

※月～土曜日の�
午前9時～午後4時�

24日午後1時30分～3時�

17日午後1時30分～�
3時�

13・27日の午後1時～�
2時15分（60歳以上の方）�

6・13・20・27日の�
午後1～3時�

10・17・24日の�
午前10時～正午�

市民活動�
のための相談�

市民活動支援センター�
☎46・1577予約は電話で�

東浅川保健福祉センター�
☎67・1331、FAX67・7829�
予約は電話、またはファックスで�

南大沢保健福祉センター�
☎79・2205、FAX79・2214�
予約は電話、またはファックスで�

21日午後1時30分～�
3時30分�

14日午後6時30分～9時�心身障害者福祉センター�☎24・5850、FAX24・5954

大横福祉センター�
☎25・6501、FAX27・5927�
予約は電話、またはファックスで�

健　康�

総合福祉�

総合保健�

健　康�

健　康�

総合福祉�

総合保健�

聴覚障害者�
のつどい�

南大沢聴覚�
障害者の集い�

午前9時～午後7時（日�
曜日、祝・休日は5時ま�
で。第1火曜日を除く）�

相談名� 日　時� 会場・問い合わせ�
福祉センターの相談�

庭
の
方
で
す
。な
お
、所
得
な
ど
の
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
子
育
て
支

援
課（
☎
20
・
7
3
6
8
）ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

対
象
＝
▼
父
母
が
離
婚
し
た
　
▼
父
ま

た
は
母
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
で
あ

る
　
▼
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
を

有
す
る
　
▼
父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
　
▼
父
ま
た
は
母
に

1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
　
▼
婚
姻

に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た
�

■
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加

　
入
を
�

　
20
歳
を
迎
え
る
方
に
は
、八
王
子
社

会
保
険
事
務
所
か
ら
国
民
年
金
の
ご
案

内（
加
入
届
）が
送
付
さ
れ
ま
す
。市
役

所
、ま
た
は
お
近
く
の
各
事
務
所
で
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。誕
生
日

の
後
に
年
金
手
帳
、そ
の
約
2
週
間
後

に
は
納
付
書
が
八
王
子
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。問
い
合
わ

せ
は
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所（
☎
26
・

3
5
1
1
）、ま
た
は
国
民
健
康
保
険

年
金
課（
☎
20
・
7
2
3
8
）へ
。�

　
�

そ
の
他
�

�■
精
神
障
害
者
通
院
医
療
が
4
月
か

　
ら
自
立
支
援
医
療
に
�

　
昨
年
10
月
、障
害
者
自
立
支
援
法
が

成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、4
月
に
精
神

保
健
福
祉
法
第
32
条
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、精
神
障
害
者
通
院
医
療

が
自
立
支
援
医
療
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、今
月
下
旬
に
都
か

ら
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。問
い
合
わ

せ
は
都
立
中
部
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー（
☎
03
・
3
3
0
2
・
7
8
5
1
）、

ま
た
は
障
害
者
福
祉
課（
☎
20
・
7
3
6
�

6
）へ
。�

■
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　
の
申
請
を
�

　
市
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
方
に
医
療

費
の一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。対
象
は

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
り
、平
成
17

年
4
月
2
日
現
在
で
18
歳
未
満（
一
定
の

障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）の
お

子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
�

女
性
の
た
め
の
�

市からのお知らせ�情報ファイル�

の相談�1月�
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ひ ろ ば
官公署・市民団体のお知らせ�

多
発
し
て
い
ま
す
「
振
り
込
め
詐
欺
」
�

“地域の目”が凶悪犯罪を抑止�

問い合わせ　暮らしの安全安心課（☎20・7227、FAX20・7322）�

　子どもをねらった痛ましい事件が相次いで発生しています。市内
でも不審者の情報がいくつか報告され、予断を許しません。市は、通
学路の再点検を行ったほか、保護者や町会など、地域の皆さんの協
力のもと、パトロール活動を一層強化。しかし、まだ十分ではありません。�
　そこで、気軽に犯罪の抑止効果を期待できる方法が。下校時
間に合わせ、ちょっと遠回りでも通学路を通り買い物に行くとか、
散歩に行った公園のベンチから周囲を見渡すだけでよいのです。
頼りになるのはあらゆる方向からの“地域の目”。子どもたちの安
全は地域で築きましょう。なお市は、登下校を見守る「学校安全
ボランティア」を募集しています。詳しくは最寄りの各小・中学校へ。�

八
王
子
警
察
署
☎
45
・
0
1
1
0

高
尾
警
察
署
☎
65
・
0
1
1
0

広報はちおうじ　2006.1.1

　この欄は、官公署や市民の皆さんのコミュニティ活動の催しなどを紹介しています。内容の確認
などは直接、各団体へ。政治・宗教・営利行為に関するものは掲載しません。掲載の申し込みは市
役所5階、クリエイトホール1階、各市民センターなどにある申込用紙に書いて、掲載希望号の35日
前まで（会員募集は掲載希望号の指定はできません）に、八王子市役所5階広聴広報室（広報担
当）（〒192‐8501☎20・7228、FAX26・3858）へ。なお先着順で掲載し、掲載する方のみ連絡し
ます。【対】＝対象、【内】＝内容、【期】＝期日、【時】＝時間、【日】＝日時、【集】＝集合、【会】
＝会場、【定】＝定員、【費】＝費用（記載なしは無料）、【申】＝申し込み（ハガキの場合は申し込
み内容と、住所・氏名・電話番号など必要事項の記載を）、【問】＝問い合わせ�

●1面�
�
●コラム�
�
�
●そのほか�

八王子駅周辺駐車場の
共通サービス券発行�
「お元気予報」「自然う
おっちんぐ」「なるほど
エコ生活」�
「げんきフォーラム」を開
催、市有地を売却、人
事行政の運営状況など
を公表、学校安全ボラ
ンティアを募集、広聴の
コーナー「みんなの声」
ほか�

　次号・1月15日発行の�

は…�広報はちおうじ�

着40名　【費】500円　【申】電話で
ワーカーズコープ☎20・3287�
�
●そのほかの団体の催し�

★健康相談　【日】1月18日午後1～4
時　【会】青陽園（川口町☎54・4025）�
★講演会「思春期にどう向き合うか」
【日】1月28日午後2～4時　【会】クリ
エイトホール第7学習室　【定】先着
40名　【費】500円　【申】電話で子
どもネット八王子�
★講座「教室で気になる子どもたち
への支援を考える」　【内】軽度発
達障害児の理解と支援　【期・対】
①1月14日…保護者、②15日…ボラン
ティアなど　【時】午前10時～正午　
【会】①学園都市センター（八王子ス
クエアビル内）、②南大沢文化会館　
【定】①先着50名、②先着40名　【費】
各1,000円　【申】電話でCEセンター
☎77・0201�
★昔話講演会　【期・内】1月14日…
干支戌（いぬ）年縁起、2月11日…小
仏地蔵と宿なし地蔵　【時】午前10
時～正午　【会】長沼会館（長沼町）
【定】各先着40名　【費】400円　【問】
とんとんむかしの会�
★写真展　【日】1月5～9日の午前10
時～午後6時30分（9日は4時まで）　
【会】中央図書館　【問】フォトクラブ
プリズム

【申】往復ハガキ（1枚4名まで）に必
要事項と参加希望日、参加者全員の
氏名・年齢も書いて、1月20日（必着）ま
でに同園（〒193‐0843廿里町1833‐81
☎61・0200）�
★平山城址公園で自然体験　【内】
自然観察・雑木林の管理体験　【集】
1月15日午前9時30分に平山城址公園
駅（解散は午後2時30分ころ公園内で）
【費】50円　【問】桜ヶ丘公園管理所
☎042・375・1240�
�
市民団体など�
�
●関連団体の催し�

★シルバー人材センターの会員を募
集　対象は市内在住で60歳以上の
方。特に、除草・清掃・家事援助作業
などに携わっていただける方をお待ち
しています。　【問】シルバー人材セン
ター（南新町☎26・1274）�
★市民企画事業「八王子まちかど・
まちなみコンテスト」出展作品展示会
【内】写真、絵画、イラストなど　【期】1
月14～31日　【会】高尾の森わくわく
ビレッジ（川町）　【問】らいふ舎
�
★市民企画事業「中高年の介護予
防講座」　【日】1月11・16・19・23日の
午後1～4時（19日は午前10時～午後
2時）　【会】横山事務所　【定】先�

官公署など�
�
★「はたちの献血」キャンペーン　
都は、成人式を迎える若い皆さんを中
心に献血キャンペーンを行います。　
【日】1月1日～2月28日の午前10時～
12時45分、午後2時～5時45分　【会】
八王子献血ルーム（八王子駅ビル中2
階☎26・6181）�
★街頭献血　【日】1月5日午前10時
～午後4時　【会】市役所南側広場
【問】都・西赤十字血液センター☎042・
529・0405�
★都・都市計画審議会　【内】八王
子都市計画用途地域の変更など　
【日】2月10日午後1時30分～　【会】
都庁会議室　【定】抽選15名　【申】
往復ハガキで1月20日（消印有効）まで
に、都・都市計画課（〒163‐8001☎03・
5388・3225）�
★幼児グループ活動の参加者を募
集　【対】2～3歳のお子さんとその保
護者（2人1組）　【期】4～12月の月
曜日（全20回）　【会】東京家政学院
大学（町田市）　【定】10組　【費】
25,000円　【問】同大学☎042・782・
9810�
★親子森林教室「野鳥」　【日】2月4・
5日の午前10時～午後2時　【会】多
摩森林科学園　【定】各抽選30名　
【費】300円（小・中学生、高校生は50円）�



　
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
の
輝
か
し
い
前

途
を
祝
し
て
、1
月
9
日
に
記
念
行
事
を

行
い
ま
す
。�

対
象
　
昭
和
60
年
4
月
2
日
〜
昭
和
61
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
�

内
容
　
式
典
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
�

日
時
　
1
月
9
日
（祝）
午
前
10
〜
11
時
、ま

た
は
正
午
〜
午
後
1
時（
都
合
の
よ
い

方
に
ご
出
席
を
。正
午
か
ら
の
式
典
は
、

特
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、入
場

を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
）�

会
場
　
市
民
会
館
�

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
総
務
課（
☎
20
・

7
3
3
3
、F
A
X
26
・
8
5
5
4
）へ
�

※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、来

場
の
際
は
招
待
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

古紙配合率100%再生紙を使用しています�
16広報はちおうじ　2006.1.1
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■天気解説情報�
八王子市天気相談所�
☎26・0177（テレホンサービス）�

　　　住民基本台帳　前月比　�
世帯数　229,342　　+248�
人口（男）　271,831　　+127　�
　　（女）　265,766　　+134
　　計　537,597　　+261　

　　　 外国人登録　�
人口（男）　3,581�
　　（女）　4,493�
　　計　8,074

世帯と人口（平成17年12月1日現在）�

　　　　　　 大正6年、市制施
行を記念して、制定したものです。�

　
戦
国
時
代
末
期
の
城
郭
と
し
て
有
名
な

八
王
子
城
。
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
保
存

さ
れ
て
い
る
。城
主
・
北
条
氏
照
は
小
田
原

北
条
氏
の一
族
の
中
で
も
最
も
優
れ
た
軍
略

家
と
い
わ
れ
、豊
臣
秀
吉
の
来
襲
に
備
え
て
、

天
正
10
年
代
に
築
城
し
た
。�

　
平
成
4
・
5
年（
1
9
9
2
・
3
）に
行
わ

れ
た
御
主
殿
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、氏
照
の

生
活
ぶ
り
を
示
す
多
く
の
遺
構
や
遺
物
が

発
見
さ
れ
た
。中
で
も
、礎
石
を
持
っ
た
二

棟
の
大
型
建
物
跡
は
注
目
に
値
す
る
。一
つ

は
主
殿
で
公
務
を
執
り
行
う
建
物
。も
う
一

つ
は
会
所
と
呼
ば
れ
る
饗
宴（
き
ょ
う
え
ん
）

の
た
め
の
建
物
で
、奥
に
あ
っ
た
庭
園
を
望

む
接
客
空
間
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。�

　
ま
た
、周
囲
か
ら
は
全
国
的
に
も
珍
し
い

中
国
製
の
磁
器
や
国
産
の
陶
器
が
大
量
に

出
土
。さ
ら
に
、ベ
ネ
チ
ア
の
レ
ー
ス
ガ
ラ
ス
の

破
片
が
日
本
で
初
め
て
発
見
さ
れ
る
な
ど
、

豪
華
な
生
活
ぶ
り
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。こ

れ
ら
の
遺
物
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
運
ば

れ
て
き
た
の
か
興
味
深
い
。な
お
、主
な
出
土

品
は
、郷
土
資
料
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。�

　
空
気
の
澄
ん
だ
こ
の
時
季
、城
山
に
登
る

と
北
条
氏
の
領
国
が
見
渡
せ
、当
時
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八王子市�
（〒192‐8501 元本郷町三丁目24番1号）�

■編集�
広聴広報室（広報担当）�
☎20‐7228、FAX26‐3858�

※広報「はちおうじ」は毎月1日�
と15日に発行しています。�
�

　正月の風物詩
の一つ、消防の
祭典「出初式」を
お楽しみください。�
内容　市消防団
員と消防車両
による分列行
進、消防記念
会の｢木遣（き
や）り行進｣と
｢はしご乗り｣の実演、市消防団音楽隊の演奏、八王
子消防署によるはしご車の演技など�

日時　1月8日（日）午前9時～11時30分�
会場　清川河川敷広場（清川町）�
問い合わせ　防災課（☎20・7208、FAX21・1298）へ�
※当日午前7時に、市内93か所の消防器具置場でサイ
レンを鳴らします。火災などとお間違えのないようご注意
ください。また車でご来場の際は、市役所西側来庁者駐
車場のご利用を。�

▲手旗の合図で一斉に放水�

▲会場を埋めつくす晴れやかな表
情の新成人たち（昨年の式典で）�

▲御主殿の会所と庭園跡の発掘風景�

◆市政に対するご意見やご提案は、広聴広報室（広聴担当☎20・7411、FAX20・7322）へ�

1
月
9
日
に
成
人
の
日
の
記
念
行
事
�


